
平成１６年４月２２日 
気 象 庁 観 測 部 

1 

 
配信資料に関する技術情報（気象編）第 162 号 

～1km メッシュ全国合成レーダーGPV の提供等について～ 
 

  現在、気象庁では 2.5 ㎞メッシュ分解能のレーダーデータを（財）気象業務支援センター

を通じて提供しておりますが、平成１６年６月から新たに 1km メッシュ分解能の全国合成レー

ダーデータの提供を開始します。 

  また、平成１７年度の次期アデス整備にあわせ東日本（札幌、仙台、東京の各管区管内）

のレーダーエコーデジタル化装置を更新する計画であり、2.5km メッシュ分解能の地方合成

及び全国合成レーダーデータの配信をこのシステム更新にあわせて順次終了する計画で

す。 
 

1.  新たに提供を開始するデータ 

  以下のデータを 1 ファイルにまとめ FTP 方式により提供します。 

(1) 1km メッシュ全国合成レーダーエコー強度 GPV 

(2) 2.5km メッシュ全国合成レーダーエコー頂高度 GPV 

 

2.  提供開始日 

平成 16 年 6 月 1 日（火）02 時（協定世界時） 

なお、提供開始に先立ち試験配信を行なう予定です。 

 

3.  データの概要 

(1) 1km メッシュ全国合成レーダーエコー強度 GPV 

  気象庁が保有する全国 20 台の気象レーダーで観測したエコー強度（レーダーで観

測される換算降水強度）を 10 分間隔で提供します。水平分解能は 1km メッシュ相当の

緯度 0.5 分・経度 0.75 分で、GPV の格子系は等緯度等経度格子です。提供する GPV

データの領域は、従来の 2.5km メッシュ全国合成レーダーGPV と同じです。 

(2) 2.5km メッシュ全国合成レーダーエコー頂高度 GPV 

  気象庁が保有する全国 20 台の気象レーダーで観測したエコー頂高度（レーダーで

観測される降水エコーの高さ）を 10 分間隔で提供します。水平分解能は 2.5km メッシ

ュ相当（従来は５ｋｍメッシュ相当）の緯度 1.5 分・経度 1.875 分で、GPV の格子系は等

緯度等経度格子です。提供する GPV データの領域は 1km メッシュ全国合成レーダー

エコー強度 GPV と同じです。 

 

4.  ファイル形式 

  今回提供を開始するデータのファイル形式は、全て国際気象通報式 FM92 GRIB 二

進形式格子点資料気象通報式（第 2 版）（以下、「GRIB2」という。）です。GRIB2 の詳細

については国際気象通報式・別冊に詳しく記述されていますので、当該資料を参照願

います。また、今回提供を開始するデータの GRIB2 各節の詳細については、それぞれ

別添のとおりです。ファイルサイズはその日の状況により圧縮効率が変わり、エコー強度

でおよそ 100～800KB、エコー頂高度でおよそ 10～80KB となります。また、当該データ

の解読（デコード）処理については、添付の「1km メッシュ全国合成レーダーGPV 

（GRIB2）の解読処理について」を参照し、サンプルデータが必要な場合は気象業務支

援センターに提供しておりますのでご利用下さい。 
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5.  ファイル名 

  1km メッシュ全国合成レーダーエコー強度 GPV と 2.5km メッシュ全国合成レーダー

エコー頂高度 GPV の二つのファイルを 1 つの tar 形式ファイルにまとめ、以下のフ

ァイル名で提供します。 

 

  Z__C_RJTD_yyyyMMddhhmmss_RDR_JMAGPV__grib2.tar 

（ZとCの間及びJMAGPVとgrib2の間にはアンダースコアーが2個設定されてい

る点に注意、その他のアンダースコアーは1個。yyyyMMddhhmmssはデータの観

測年月日時分秒をUTC（協定世界時）で設定。） 

 

  このtar形式のファイルを展開することで、それぞれ以下のファイル名の1kmメ

ッシュ全国合成レーダーエコー強度GPVと 2.5kmメッシュ全国合成レーダーエコー頂

高度GPVを得ることができます。 

（1）1kmメッシュ全国合成レーダーエコー強度GPV 

 Z__C_RJTD_yyyyMMddhhmmss_RDR_JMAGPV_Ggis1km_Prr10lv_ANAL_grib2.bin 

（ZとCの間にはアンダースコアーが2個設定されている点に注意、その他のア

ンダースコアーは1個。yyyyMMddhhmmssはデータの観測年月日時分秒をUTC（協

定世界時）で設定。） 

（2）2.5kmメッシュ全国合成レーダーエコー頂高度GPV 

 Z__C_RJTD_yyyyMMddhhmmss_RDR_JMAGPV_Gll2p5km_Phhlv_ANAL_grib2.bin 

（ZとCの間にはアンダースコアーが2個設定されている点に注意、その他のア

ンダースコアーは1個。yyyyMMddhhmmssはデータの観測年月日時分秒をUTC（協

定世界時）で設定。） 

 

6.  1km メッシュ全国合成レーダーエコー強度ＧＰＶの特徴 

 (1) レーダーデータの精度向上 

  1km メッシュ全国合成レーダーエコー強度 GPV では、従来の補正方式（前 240 時

間（10 日間）のアメダス雨量とレーダーデータの比較による補正処理）に加え、観測

時間毎にその 10 分前からの前１時間におけるアメダス雨量とレーダーデータの比較

による補正処理も行い、精度向上を図っています。 

 (2) 処理範囲の拡大 

  今回提供を開始するデータでは、大東島地方（沖縄県）を処理範囲に含めました。

同地方における台風等の監視能力が向上しますが、レーダーの観測ビーム高度が

高いため、他の地方と比べて、背の低い降水エコーに対しては補足率が低下します

ので、その点に注意してご利用願います。 

 

7.  次期気象レーダー観測処理システムの整備とこれに伴う配信データの変更 

  気象庁では、平成１７年度の次期アデス整備にあわせ東日本（札幌、仙台、東京の

各管区管内）のレーダーエコーデジタル化装置を更新し次期気象レーダー観測処理シ

ステム（以下、「次期レーダーシステム」という。）を整備する計画です。次期レーダーシ

ステムでは、これまで管区ごとに行なってきたデータ処理を気象庁本庁に集約する予定

です。 

平成１７年７月頃から各レーダーサイトの機器更新作業を順次行う予定ですが、機器
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更新後は当該レーダーサイトの 2.5km メッシュデータを作成しません。このため従来配

信していた東日本域の10領域の地方合成データ（「東北海道」「西北海道」「北北海道」

「北部東北」「南部東北」「東部北陸」「西部北陸」「東部東海」「西部東海」「関東地方」）

の配信を、更新作業の完了する平成１７年１０月までの間に順次廃止していく予定です。

これにあわせて、2.5km メッシュ全国合成レーダーGPV も廃止します（添付のレーダー

データ配信計画を参照）。西日本の地方合成データについては、西日本の次期レーダ

ーシステム整備までの間、配信を継続する予定です。 

  なお、次期レーダーシステムの機器更新作業では各レーダーで２週間程度、運用を

休止する予定です。 

  詳細なスケジュールは、決定次第、お知らせいたします。 

   

   

 

（添付資料） 
   ・ 1km メッシュ全国合成レーダーエコー強度 GPV フォーマット 

   ・ 2.5km メッシュ全国合成レーダーエコー頂高度 GPV フォーマット 

   ・1km メッシュ全国合成レーダーGPV （GRIB2）の解読処理について 

   ・ 次期レーダーシステムの整備と配信データの変更 
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